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1. はじめに 

現在の地方都市では，マイカーの市街地流入による慢

性的な混雑や公共交通利用の衰退等，交通手段ごとの需

要バランスの適正化が依然として大きな課題となってい

る。研究対象地である大分都市圏には，公共交通として

主に乗合バスと旅客鉄道がある。地方都市にとって旅客

鉄道は，長距離移動のための交通手段として位置付けら

れており，乗合バスが市民の足として機能している。 
本研究は，バス交通利用率の低下を招いている一要因

であると考えられる，劣悪な環境であることの多いバス

停の待合環境について調査を行った。全てのバス停を改

善することは財政的理由等により困難であるため，潜在

需要の高いバス停と利便性の低いバス停を把握すること

により，改善が早急に求められるバス停（最重要課題バ

ス停）を抽出することを目的としている。 
2. 研究の概要 

2-1 調査対象 

調査対象は旧大分市内を走るバス路線とし，そこに含ま

れる 711 のバス停から，バス運行本数・バス利用者数・

主要道路・集客施設・集合住宅地を考慮し，比較的利用

率の高い，計 265 のバス停（上り 252,下り 230）を含むバ

ス路線を選定した。（図 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-2 調査方法の概要 

本研究では現地調査による実測データを元に分析を進

めていく。3 つの指標で評価した。 
まず，バス停設備指標では，「表示柱」「表示柱付ライ

ト」「ベンチ」「広告パネル」「風よけパネル」「バスベイ」

の 6 項目について，有無を調べた。次に「バス停周辺設

備指標」では，「ゴミ箱」「公衆電話」「自動販売機」「灰

皿」「街灯」の 5 項目について有無を調べた。ただし範囲

は，表示柱から半径 5m 以内とし，その内部にある設備を

カウントする。最後に道路構造指標として車線までの距

離・歩道高さ・歩道幅をメジャーで測定した。 
3. 設備利便性からみるバス停の類型化と傾向把握 

3-1 数量化Ⅲ類による特性把握 

バス停の利便性を把握するため，数量化Ⅲ類を行った。

相関係数 0.45 以上の第 3 軸まで採用した。表より，第 1
軸は「待合空間整備度」カテゴリースコアが正の値を示

すほど待合空間の整備度が高い，第 2 軸は「道路規模」

カテゴリースコアが正の値を示すほど道路の規模が大き

い，第 3 軸は「歩道整備度」カテゴリースコアが正の値

を示すほど歩道環境が良いとそれぞれ解釈した。（表 1） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2 クラスター分析によるバス停留所の類型化 

次に数量化Ⅲ類により得られたサンプルスコア（第 1
軸から第 3 軸）を元にクラスター分析（Ward 法）を行い，

調査対象バス停を類型化し，それぞれの特性を把握する。 
結果として 5 つのクラスターを採用した。表 2 より，

クラスターa，b，e は第 1 軸（待合空間整備度）が高く，

『バス停施設利便性レベル高』といえる。また，クラス

ターc，d は第 1 軸（待合空間整備度）が低く『バス停施

設利便性レベル低』といえる。特にクラスターd は歩道の
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整備度も低く，改善の必要の高いクラスターであると解

釈できる。 
 
 
 
 
 
 
4. 地域特性からみるバス停の類型化と傾向把握 

4-1 周辺建物用途データの構築と定義 

松橋 1)は，人が容易に歩ける距離 250m と定義しており，

この定義を引用し，バス停留所から 250m 内にある建物を

バス停の周辺建物と定義し，その建物構成比を抽出する。 
それにより各バス停の持つ，潜在的需要を明らかにする。 
4-2 主成分分析による特性把握 
まず，主成分分析を行った。そこで累積寄与率 69.8%の

第 4 主成分まで得られた。それぞれ，第 1 主成分は「立

地時条件軸」，第 2 主成分は「年齢別建物用途軸」，第 3
主成分は「土地利用軸（工住軸）」，第 4 主成分は「土地

利用軸（住商軸）」と解釈した。（表 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4-3 クラスター分析によるバス停の類型化 

次に主成分得点から、クラスター分析（Ward 法）でバ

ス停の類型化を行った。クラスター1 は「郊外過疎地エリ

アに立地」，クラスター2 は「工業エリアに立地」，クラス

ター3 は「住宅団地等住居系建物集積エリアに立地」，ク

ラスター4 は「教育施設・公共施設集積エリアに立地」ク

ラスター5 は「中心市街地に立地」と解釈した。（表 4） 
 
 
 
 
 
 
 
 

潜在需要のレベルを考察すると，クラスター3 は，住居

系建物集積エリアであるため，人口密度，生産年齢人口，

住居系建物割合が高く潜在需要が高いと考えられる。ま

た，クラスター4 は，教育施設・公共施設集積エリアであ

るため，教育施設に付随した住居系建物割合や人口密度

が高く，バス交通需要が高いと推測される。 
5. 最重要課題バス停の抽出 

潜在需要が高く，利便性の低いバス停を最重課題バス

停と位置付け抽出する。潜在需要が高いクラスターとし

て 3，4 が利便性の低いクラスターとして c，d が挙げられ

る。表 6 より最重要課題バス停として計 81 箇所が挙げら

れた。（図 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. 総括 

本稿では，バス停の施設利便性を把握するため，現地

調査によるバス停施設利便性評価指標を用いた数量化Ⅲ

類とクラスター分析により，バス停の類型化を行った。

そして，バス停がもつ潜在的需要を明らかにするため，

地域特性指標を元に主成分分析とクラスター分析により，

バス停の類型化を行った。それら 2 つの類型をクロス集

計したのち，潜在的需要が高いが利便性の低いバス停を

「最重課題バス停」とし計 81 箇所を抽出した。このよう

に改善が必要なバス停を把握することで，今後のバス交

通改善の指標となると考えられる。 
 

1 2 3 4 5

a 8 3 28 6 0

b 17 3 20 4 1
c 23 2 55 3 1
d 16 1 20 3 0
e 4 0 15 3 13

地域特性クラスター

利便性クラスター

カテゴリー 第1主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分

住宅系建物割合 -0.870 -0.093 -0.186 0.366

併用系建物割合 0.844 -0.132 -0.085 0.089
商業系建物割合 0.764 -0.255 0.118 -0.261
中心市街地までの距離 -0.718 -0.364 0.076 0.016
可住地面積率 0.625 0.430 -0.233 0.312
共同住宅系建物割合 0.011 0.864 0.126 -0.231
高齢化率 0.157 -0.808 0.056 -0.308
人口密度 0.415 0.676 -0.230 0.343
軽工業施設系建物割合 -0.061 -0.015 0.816 -0.123
重工業施設系建物割合 0.056 -0.020 0.741 0.216
生産年齢人口率 0.024 0.134 0.008 0.704
公共施設系建物割合 0.346 0.036 -0.131 -0.508

固有値 3.28 2.29 1.42 1.39

寄与率(%) 27.35 19.05 11.83 11.57
累積寄与率（%) 27.35 46.40 58.23 69.79

第1主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分

1 -0.76 -0.84 -0.10 -0.42

2 -0.21 -0.24 4.57 0.00
3 -0.03 0.36 -0.15 0.54
4 0.34 1.40 -0.27 -1.74
5 2.44 -0.87 -0.18 -0.11

主成分得点の平均値
クラスター

第1軸 第2軸 第3軸

a 45 0.104 0.294 -0.578

b 45 0.354 0.522 0.201

c 84 -0.394 0.074 0.261

d 40 -0.528 -0.637 -0.268
e 36 0.931 -0.488 0.158

クラスター バス停数
サンプルスコアの平均値
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